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定 6
例 月
会

議案審議

各会計補正予算など

16議案を可決
　

６
月
定
例
会
（
第
５
回
本
宮
市

議
会
定
例
会
）
は
、
市
長
か
ら
諮

問
２
件
、
条
例
の
制
定
や
各
会
計

補
正
予
算
な
ど
13
議
案
と
報
告
３

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
議
員
か
ら
発
議
３

件
が
提
出
さ
れ
、
討
論
・
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
請

願
は
採
択
、
陳
情
は
不
採
択
と
決

定
し
ま
し
た
。

国民健康保険税
前年度対比　4.65％の引き上げ

　

６
月
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度
の
医
療
費
と
被
保
険
者
所
得
の
確
定
、
さ

ら
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
が
決
定
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介

護
納
付
金
に
基
づ
き
、
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
う
こ
と

か
ら
、
通
称
「
国
保
議
会
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
税
率
の
改
正
が
行
わ
れ
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護

納
付
金
の
税
率
を
据
え
置
き
、
医
療
給
付
費
分
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
、
前
年
度
対
比
４
・
65
％
の
引
き
上
げ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
税
負
担

の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
６
千
万
円
の
繰
り
入
れ

を
行
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
の
議
案
第
55
号
を
17
対
１
の
賛
成

多
数
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

国民健康保険の税改正
項　目 平成26年度 平成27年度

応　
　

能

所得割

医療給付費 5.87％ 6.46％

後期高齢者支援金 2.73％ 2.73％

介護納付金 2.15％ 2.15％

資産割

医療給付費 ― ―

後期高齢者支援金 ― ―

介護納付金 ― ―

応　
　

益

均等割

医療給付費 21,100円 23,500円

後期高齢者支援金 9,000円 9,000円

介護納付金 10,000円 10,000円

平等割

医療給付費 16,900円 18,400円

後期高齢者支援金 7,200円 7,200円

介護納付金 5,500円 5,500円
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議案審議

一般会計
補正予算 8,000万円を増額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

６
千
万
円
の
繰
り
出
し

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
財
政

支
援
繰
出
金
や
、
先
行
取
得
し
て

い
た
え
ぽ
か
の
駐
車
場
お
よ
び
緑

地
広
場
の
用
地
費
の
基
金
繰
り
戻

し
、
風
評
被
害
対
策
事
業
と
し
て

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
行
う
た
め

の
経
費
や
、
牧
草
畑
の
除
染
業
務

委
託
料
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
の
早
期
退
職
に

伴
う
人
件
費
分
が
減
額
さ
れ
ま
し

た
。

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業

交
付
金
」
に
よ
る
就
学
支
援
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

　

福
島
県
教
職
員
組
合
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
交
付
金
」
に
よ
る
就
学

支
援
事
業
の
継
続
を
求
め
る
請
願

書
は
、
昨
年
の
12
月
定
例
会
で
採

択
し
た
請
願
と
同
趣
旨
で
あ
る
た

め
、
復
興
大
臣
等
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
考
え
方
は

問　

国
保
会
計
に
お
い
て
前
年
度

決
算
見
込
み
に
よ
る
繰
越
金
が
今

回
発
生
し
て
い
る
。
被
保
険
者
数

が
減
少
し
医
療
費
が
下
が
っ
て
い

る
中
で
本
年
の
予
算
は
多
く
見
過

ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
考

え
方
は
。

答　

新
年
度
予
算
は
、
過
去
５
年

間
の
医
療
費
の
伸
び
を
平
均
し
て
、

１
・
７
％
程
度
は
前
年
の
実
績
を

上
回
る
も
の
と
見
て
い
る
。

個
人
情
報
漏
え
い
対
策
は

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

で
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
ま
す

ま
す
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

シ
ス
テ
ム
面
で
は
情
報
の
分

散
管
理
や
、
個
人
番
号
を
変
換
し

た
違
う
番
号
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
芋
づ
る
式
に
漏
え
い
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
個
人
番
号
を

使
用
す
る
情
報
や
職
員
を
限
定

し
、
違
反
は
厳
し
く
処
分
す
る
な

ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ

う
に
進
め
た
い
。

《一般会計補正予算の主な内訳》
歳　出
国民健康保険特別会計財政支援繰出金
	 … 6,000万円
えぽか駐車場等用地取得費（基金繰戻）
	 … 1,610万円
早期退職者等職員人件費（減額）
	 … －3,770万円

歳　入
財政調整基金繰入金
	 … 2,540万円
除染対策事業交付金
	 … 1,660万円
土地建物売払収入
	 … 1,580万円

議　

案　

質　

疑

風評被害対策モニターツアー（相模女子大）
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た
め
、
改
正
が
必
要
な
条
例

等
の
洗
い
出
し
を
行
う
業
務

で
あ
る
。

市
の
財
政
負
担
は

説
明　

高
木
公
民
館
周
辺

の
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
に
必

要
な
機
械
借
り
上
げ
料
を

補
正
す
る
。

問　

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘

で
市
に
は
ど
の
よ
う
な
財
政

負
担
が
出
る
の
か
。

答　

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘

に
関
し
て
は
す
べ
て
自
治
体

の
負
担
と
な
る
。
今
回
の
試

掘
は
、
県
の
合
併
支
援
道
路

整
備
の
事
前
調
査
と
し
て
行

う
も
の
で
、
仮
に
県
道
工
事

中
に
埋
蔵
文
化
財
が
発
見

さ
れ
た
場
合
は
県
が
本
掘

す
る
こ
と
に
な
る
。

説
明　

総
合
評
価
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
入
札
を
行
い
、

契
約
金
額
５
億
１
，
３
０
０

万
円
で
石
橋
建
設
工
業
㈱
が

契
約
の
相
手
方
に
決
定
し

た
。

支
援
業
務
の
内
容
は

説
明　

例
規
整
備
支
援
業

務
委
託
料
を
補
正
す
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
に
関
連
し

発
生
す
る
支
援
業
務
の
内

容
は
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
の
開
始
に

伴
い
、
市
の
条
例
、
規
則
等

で
関
連
す
る
も
の
や
市
独
自

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
す

る
も
の
は
、
条
文
お
よ
び
様

式
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る

常任委員会審査

総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会には、一般会計補正予算（第３号）
のほか２件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

生活福祉常任委員会
　生活福祉常任委員会には、国民健康保険税条例の
一部を改正する条例制定についてのほか、議案６件、
陳情１件が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

▲耐震補強工事を行う本宮第一中学校南校舎

▲国民健康保険事業運営の今後は

一
般
会
計
補
正
予
算

本
宮
第
一
中
学
校
南

校
舎
耐
震
補
強
改
修

工
事
請
負
契
約

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

税
率
引
き
上
げ
の
考
え
方
は

説
明　

国
保
税
率
の
改
正

は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
被

保
険
者
の
減
少
等
で
、
一
人

当
た
り
の
負
担
が
増
え
て
い

る
。
税
率
改
定
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
一
人
当
た
り
の
税

額
を
１
０
７
，
８
７
４
円
と

し
、
伸
び
率
で
４
・
65
％
と

な
る
。

問　

税
率
の
引
き
上
げ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
は
。

答　

平
成
30
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
国
保
運
営
の
県

へ
の
移
行
に
向
け
、
県
が
示

す
標
準
税
率
と
本
市
の
税

率
と
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、
県
内
市
町
村
の
平
均
税

率
を
参
考
に
検
討
し
た
。

問　

収
納
率
の
目
標
は
昨

年
度
同
様
90
％
と
の
こ
と

だ
が
、
税
率
の
引
き
上
げ
も

あ
り
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

平
成
25
、
26
年
度
と

90
％
以
上
を
確
保
し
て
お

り
、
本
年
度
も
努
力
を
続
け

90
％
以
上
を
堅
持
し
た
い
。

陳
情
の
審
査
結
果

　
「
年
金
支
給
に
関
わ
る

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

の
適
用
中
止
と
制
度
の
廃
止

を
求
め
る
陳
情
書
」
は
、
世

代
間
扶
養
が
原
則
の
年
金

制
度
に
お
い
て
、
現
役
世
代

が
抱
え
る
負
担
へ
の
考
慮

と
、
将
来
に
わ
た
る
制
度
維

持
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、

適
切
な
制
度
で
運
用
す
べ
き

で
あ
る
と
全
委
員
の
意
見
が

一
致
し
、
不
採
択
と
決
定
し

た
。
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答　

地
域
協
同
活
動
協
定

を
締
結
し
て
い
る
２
校
と
の

交
流
を
継
続
し
な
が
ら
、
新

規
交
流
を
模
索
し
、
風
評
被

害
払
拭
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。支

援
の
内
容
は

説
明　

本
宮
市
堆
肥
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
者
の
公
募
を

し
た
と
こ
ろ
「
一
般
社
団
法

人
本
宮
堆
肥
生
産
組
合
」
よ

り
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
に

お
い
て
指
定
管
理
者
と
し
て

選
定
さ
れ
た
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

問　

組
合
の
運
営
に
今
後

も
市
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
考
え
て
い
る
か
。

答　

職
員
の
人
件
費
相
当

分
と
し
て
委
託
料
を
支
払
っ

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
た

い
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
車

両
の
更
新
、
間
接
的
支
援
と

し
て
、
生
産
調
整
達
成
者
へ

の
堆
肥
助
成
の
た
め
の
堆
肥

購
入
を
考
え
て
い
る
。

新
規
の
交
流
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
対
策
を
図
れ
な
い
か

説
明　

農
産
物
等
風
評
被

害
対
策
事
業
の
補
正
増
は
、

地
域
協
同
活
動
協
定
を
締

結
し
て
い
る
相
模
女
子
大
と

日
大
経
済
学
部
の
学
生
に

米
の
全
量
全
袋
検
査
や
農

業
等
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

風
評
被
害
払
拭
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
る
。

問　

新
規
の
交
流
に
よ
り
、

風
評
被
害
対
策
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

常任委員会審査

産業商工常任委員会
　産業商工常任委員会には、一般会計補正予算（第３号）
のほか１件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

建設水道常任委員会
　建設水道常任委員会には、一般会計補正予算（第３号）
のほか３件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

▲農業用施設災害復旧事業現地調査
（白岩字関根地内）

▲配水管布設予定箇所現地調査
（糠沢字二斗内地内）

一
般
会
計
補
正
予
算

堆
肥
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
の
指
定

当
初
予
算
で
計
上
す
べ

き
で
は

説
明　

４
月
１
日
付
け
の

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
補
正
と
、
個
人
住
宅
建
設

に
伴
う
配
水
管
の
工
事
費
を

補
正
す
る
。

問　

配
水
管
工
事
費
は
、
補

正
予
算
で
は
な
く
、
当
初
予

算
で
計
上
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
の
か
。

答　

通
常
は
配
水
管
布
設

の
申
し
込
み
を
受
け
て
、
次

年
度
の
予
算
に
計
上
す
る

が
、
今
回
の
布
設
申
し
込
み

は
、
住
宅
の
完
成
予
定
が
共

に
10
月
末
で
あ
る
こ
と
か
ら

６
月
補
正
と
し
た
。

定
期
的
な
点
検
等
は
実

施
し
て
い
る
の
か

説
明　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

が
故
障
し
た
こ
と
に
よ
る
更

新
工
事
費
を
補
正
す
る
。

問　

施
設
等
の
点
検
や
修

繕
は
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
の
か
。

答　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は

毎
年
２
カ
所
程
度
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
回
の
故
障
は
ポ
ン

プ
の
一
部
が
破
損
し
、
通
常

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
の
対

応
が
で
き
ず
、
更
新
が
必
要

と
な
っ
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
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特別委員会審査

議会活性化検討特別委員会
パブリック・コメントへの対応を協議

　

５
月
８
日
開
催
の
委
員
会

で
は
、
本
宮
市
議
会
基
本
条

例
・
本
宮
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
に
お
け
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
へ
の
対

応
と
、
今
後
の
議
会
活
性
化

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
の
期
間
で
実
施
し
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お

い
て
、
本
宮
市
議
会
基
本
条

例
、
本
宮
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
２

名
の
方
か
ら
５
件
ず
つ
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
市
議
会
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
い
て

の
意
見
は
今
後
の
検
討
課
題

と
し
、
指
摘
の
あ
っ
た
文
言

の
修
正
等
は
、
確
認
の
上
、

必
要
が
あ
る
も
の
は
修
正
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
議

会
の
考
え
方
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
部

を
本
ペ
ー
ジ
下
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会

を
含
め
た
今
後
の
議
会
活

性
化
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
改

選
後
も
議
会
活
性
化
に
向

け
た
方
策
を
継
続
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
た
提

言
書
を
議
長
に
提
出
す
る
こ

と
と
決
し
、
６
月
２
日
に
提

出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
６
月

定
例
会
で
本
宮
市
議
会
基

本
条
例
、
本
宮
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
特
別

委
員
会
の
所
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
た
た
め
、
特
別
委
員

会
の
調
査
活
動
を
６
月
定
例

会
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

今
後
の
議
会
活
性
化

▲議長に提言書を提出しました。

パブリック・コメントで寄せられた意見の一部とそれに対する市議会の考え方をご紹介します。

意見の要旨 市議会の考え方

本
宮
市
議
会
基
本
条
例

　次の事項を条文に加えてください。

　視察や政務に関する調査活動時の出張には住民に理
解しやすい、詳しい行程や、それらを記した報告書を
添付する義務を負う。

　政務活動費の取扱いに関する要綱により、政務活動
費を使用した視察研修に行く場合は、事前に調査計画
書と視察終了後に報告書を提出することが義務付けら
れています。

　住民が直接、自治に参加できるように夜間または休
日に定例議会を開くこともある。

　夜間議会や休日議会の開催は、傍聴者の利便性を高
めることからも重要な検討課題と認識しています。い
ずれも本市では実施していませんが、現在はインター
ネットでの録画放送等も可能になってきています。ご
意見は参考とさせていただき、必要性や費用対効果等
も勘案し、どのような形が良いのか協議を進めていき
たいと考えています。

本
宮
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　第10条（結果の報告等）で、被請求議員から弁明書
が出された後に、必要に応じてだが、再度調査審議す
る等の定めはなくてもよいのか。
　極端な例として、被請求議員から名誉棄損や名誉回
復等のために裁判所に訴えられるなどした場合、また、
後日に誤認が判明した場合の対処方法などには触れな
くてもよいのだろうか。

　第９条で、調査審議を行うに当たり、審査請求の対
象とされた議員または関係人に対し、事情聴取、資料
の請求等の必要な行為を行うことができると定めてい
ます。いただいたご意見は参考とさせていただき、そ
のようなことのないよう慎重な調査審議を進めていき
たいと考えています。
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本宮駅周辺整備検討特別委員会
今後の方針を協議

　

５
月
８
日
開
催
の
委
員
会

で
は
、
市
長
か
ら
現
在
の
状

況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
今
後
の
委

員
会
運
営
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

主
な
審
議
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

国
の
補
助
金
は
、
確
約

さ
れ
て
い
る
の
か

説
明　

今
ま
で
東
西
ア
ク
セ

ス
が
非
常
に
悪
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
同
時
に

解
決
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
を
重
ね
、
た
た
き
台
の

図
面
を
示
し
た
。
今
後
は
、

駅
舎
と
駅
周
辺
開
発
を
ど

う
し
て
い
く
べ
き
か
検
討
す

る
た
め
、
基
本
設
計
を
行

い
、
５
年
間
を
ス
パ
ン
と
し

て
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
の
支
出
を
で
き

る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
に

考
え
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
模

索
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

補
助
金
を
使
い
、
今
後
５
年

間
の
事
業
の
中
で
、
国
土
交

通
省
と
の
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

問　

国
の
補
助
金
が
２
割
し

か
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
補

助
金
が
交
付
さ
れ
る
よ
う

要
請
し
て
い
く
。
万
が
一
そ

う
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

内
部
お
よ
び
議
会
と
の
検

討
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
実
施
計
画
策

定
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
時
間

が
あ
る
。
め
ど
が
つ
い
た
段

階
で
ゴ
ー
サ
イ
ン
と
な
る
の

で
、
国
の
動
向
を
み
な
が

ら
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

基
金
を
創
設
し
、
活
用

し
て
い
く
考
え
は

問　

基
金
を
積
み
立
て
し
て

事
業
を
開
始
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

答　

基
金
の
活
用
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
準
備
を
進

め
て
い
る
が
、
今
後
、
改
め

て
協
議
し
た
い
。

特別委員会審査

　
市
長
に
要
望
書
を
提
出

　

特
別
委
員
会
で
は
「
本
宮
駅
東
西
自
由
通
路
、
西
口
広
場
を
含
め
た
本
宮
駅
周
辺
環

境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
財
政
健
全
化
計
画
を
遵
守
し
な
が
ら
、
市
民
の
意
見
を
十
分

検
討
し
た
上
で
、
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
」
と
意
見
を
ま
と
め
、
議
長
か
ら
市
長

に
対
し
、
要
望
書
を
６
月
９
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
特
別
委
員
会
は
６
月
定
例
会
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▲市長に要望書を提出しました。
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本宮市議会基本条例、本宮市議会議員政治倫理条例を制定
　本宮市議会では、議会活性化検討特別委員会で議会基本条例、議員政治倫理条例の検討を進めてきました。この度、条例が完成し制定されましたので、主な内容を抜粋しご紹介します。
　条例全文とその解説はホームページをご覧ください。

議会基本条例

本宮市議会基本条例（抜粋）

第１条　目的
　この条例は、議会及び議員の活動原則を定め、合議制の機関である議会の役割を明確にするとともに、議
会に関する基本的事項を定めることにより、地方自治の本旨に基づき、市民福祉の向上及び市政の発展に寄
与することを目的とする。

第２条　議会の活動原則
　議会は、⑴市民に開かれた議会を目指すこと、⑵政策立案・提言の強化に努めること、⑶市政運営を監視・
評価することの３つを活動原則とする。

第３条　議員の活動原則
　議員は、⑴議員間の自由討議を重んじること、⑵自己の資質向上・研さんに努めること、⑶市政全体を見据
え、市民福祉の向上を目指して活動することの３つを活動原則とする。

第６条　情報の共有及び公開等
・議会だよりやホームページ、その他の多様な手段により、議会活動を分かりやすく周知するとともに、さら
に多くの市民が関心を持つよう努めなければならない。

・議案や委員会等の資料を公開するよう努めるものとする。
・議案や請願・陳情に対する議員個人の賛否の意思表示を公表するよう努めるものとする。

第７条　市民参加の推進
・市民参加の機会や市民の意見を市政に反映させる機会を確保しなければならない。
・市民との意見交換や意見聴取の場を多様に設けることができる。

第８条　市長等との関係
　市長等と緊張ある関係を保ち、事務執行の監視・評価を行うものとする。

第９条　議員間の自由討議
　議員間の言論を尊重し、自由討議を重視した運営に努めなければならない。

第11条　政策立案及び政策提言の推進
・政策立案機能の強化に努め、政策立案・提言を積極的に行うものとする。
・立法機能の充実・強化、政策水準の向上を図り、積極的な条例提案を行うよう努めなければならない。

第12条　議会改革の推進
　議会改革に継続的に取り組むため、必要な組織を設置することができる。

第17条　最高規範性
　この条例は、議会における最高規範であり、この条例の趣旨に反する条例等を制定してはならない。

第18条　見直し手続
　必要に応じてこの条例の目的が達成されているか検証するものとする。
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議員政治倫理条例

本宮市議会基本条例、本宮市議会議員政治倫理条例を制定
　本宮市議会では、議会活性化検討特別委員会で議会基本条例、議員政治倫理条例の検討を進めてきました。この度、条例が完成し制定されましたので、主な内容を抜粋しご紹介します。
　条例全文とその解説はホームページをご覧ください。

本宮市議会議員政治倫理条例（抜粋）

第１条　目的
　この条例は、本宮市議会議員が市民の厳粛な負託を受けたものであることを深く認識し、その負託に応え
るため、より一層の政治倫理の確立に必要な措置を定め、清廉かつ誠実に職務を遂行し、市民に信頼され、公
正で民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。

第３条　政治倫理基準
　議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。また、議員は、政治倫理基準に反するとの
疑惑を持たれたときには、率先して疑惑の解明に当たり、責任を明らかにしなければならない。
⑴市職員等に対し、その地位を利用することにより、公正な職務の執行を妨げること。
⑵地位を利用して、いかなる金品も受領しないこと。
⑶特定の個人や団体に対し、嫌がらせや強制、圧力をかける行為をしないこと。
⑷政治的、道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受けないこと。
⑸公職選挙法等で禁止されている寄附や飲食物の供与、その他疑惑を持たれる行為をしないこと。
⑹品位及び名誉を損なう一切の行為をしないこと。

第５条　審査請求の手続
・市民又は議員は、議員に政治倫理基準に違反する行為があると認めるときは、違反する行為を証する書類を
添え、審査の請求をすることができる。

・審査請求は、市民である場合は議員の選挙権を有する者の総数の50分の１以上の連署をもって、議員である
場合は議員５人以上の連署をもってしなければならない。

第６条　政治倫理審査会の設置
　議長は、有効な審査請求があったときは、これを審査するため、議会に本宮市議会政治倫理審査会（以下「審
査会」という。）を設置する。

第９条　審査会の調査等
　審査会は、調査審議を行うに当たり、審査請求の対象とされた議員又は関係人に対し、事情聴取、資料の
請求等の必要な行為を行うことができる。

第10条　結果の報告等
　議長は、審査会から調査審議の結果の報告を受けたときは、当該審査請求をした者及び被請求議員に対し、
その内容を文書で通知するとともに、その概要を公表するものとする。この場合、被請求議員から弁明書の提
出があったときは、当該弁明書と併せて公表するものとする。

第11条　議会の措置
　議会は、審査会の報告を尊重し、被請求議員が政治倫理基準に違反したと認めるときは、市民の信頼を回
復するために必要な措置を講ずるものとする。
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討論

　₆月18日の本会議で、議案第53号に対する修正案が提出され、討論・採決の結果、賛
成多数で原案が可決されました。また、陳情第１号を不採択とすることにも反対があり、
討論・採決の結果、不採択となりました。
　主な内容は次のとおりです。

議
案
第
53
号

本
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
税
制
改
正
に
伴
い
、
本
市
の
税
条
例
を
改
正
す
る

ほ
か
、
仮
置
き
場
を
設
置
す
る
土
地
の
固
定
資
産
税
を
減
免
し
、

そ
の
措
置
を
平
成
25
年
度
分
か
ら
遡
及
適
用
す
る
た
め
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

仮
置
き
場
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
は
条
例
に
反
し
て
平

成
25
、
26
年
度
と
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
減
免
分
は
ど
こ
か
ら

も
補
充
さ
れ
ず
、
市
の
減
収
と
な
る
。
近
隣
自
治
体
も
同
じ
状
況

に
あ
る
中
で
本
市
の
み
こ
の
よ
う
な
減
免
措
置
が
必
要
な
の
か
疑

問
で
あ
り
、
公
平
性
の
面
か
ら
も
市
民
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

　

通
常
は
議
会
で
可
決
さ
れ
た
後
に
手
続
き
等
を
行
う
も
の
で

あ
っ
て
、
既
に
処
理
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
追
認
す
る
こ
と
は
議

会
の
権
威
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
。

　

こ
の
修
正
案
は
該
当
部
分
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

原
案
を
可
決
す
る
こ
と
は
非
を
追
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
消
防

施
設
の
土
地
は
対
象
外
で
、
仮
置
き
場
は
借
地
料
を
支
払
い
減
免

も
す
る
。
こ
れ
は
税
の
公
平
負
担
の
原
則
か
ら
逸
脱
し
、
市
民
理

解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

　

今
回
の
減
免
は
、
除
染
作
業
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
中
で
仮
置
き
場
の
地
権
者
へ
の
誠
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

緊
急
的
措
置
と
し
て
条
例
を
解
釈
し
た
面
も
あ
っ
た
が
、
早
期
の

決
断
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
仮
置
き
場
設
置
事
業
に
よ
り

良
い
効
果
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
違
反
ど
こ
ろ
か
評
価
に
値
す

る
。

修
正
案
提
案
理
由�

渡
辺
秀
雄
議
員

修
正
案
賛
成
討
論�
国
分
勝
広
議
員

原
案
賛
成
討
論�

次
藤　

栄
議
員

本会議での討論
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会　派　名 みらい創和会 新　　風　　会 共 無　　所　　属

議員名

議案番号等

渡
辺
由
紀
雄

次
藤　
　

栄

円
谷　

長
作

国
分　

民
雄

渡
辺　

善
元

川
名　

正
勝

遠
藤　

孝
夫

川
名　

順
子

山
本　
　

勤

三
瓶　

裕
司

菅
野　

健
治

國
分　

義
之

渡
辺　

忠
夫

菊
田　

広
嗣

橋
本　

善
壽

後
藤　

省
一

根
本　

七
太

渡
辺　

秀
雄

伊
藤　

隆
一

国
分　

勝
広

議案第53号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◉ ◉ ○ ○ ○ ◉ ○ ◉

議案第55号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第１号不採択 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※○は賛成　◉は修正案に賛成（議案第53号のみ）　●は反対　欠は欠席
※議長（國分義之）は採決には加わらない
※会派名の略称は以下のとおり　共…日本共産党

討論

これら以外の議案等は12ページのとおり全会一致で可決されています。

陳
情
第
１
号

年
金
支
給
に
関
わ
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
適
用
中
止
と

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書

　

こ
の
陳
情
は
、
実
質
的
な
年
金
支
給
額
の
引
き
下
げ
を
行
う
制

度
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
で
す
。
付
託
さ
れ
た
生
活
福
祉
常
任
委

員
会
で
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
反
対
が

あ
り
ま
し
た
。

　

将
来
を
考
え
た
時
に
、
こ
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
実
施
し

な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
若
い
世
代
が
生
活
に
困
る
時
が
来
る
の
で
は

な
い
か
。
現
況
を
見
つ
め
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

し
っ
か
り
や
る
べ
き
。

　

こ
の
制
度
は
、
少
子
化
の
責
任
を
高
齢
者
に
取
ら
せ
て
い
く
不

当
な
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
は
毎
年
年
金
が
減
っ
て
大
変
だ
と
い

う
実
感
を
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
市
民
の
立
場

で
審
議
す
べ
き
。

不
採
択
賛
成
討
論�

根
本
七
太
議
員

不
採
択
反
対
討
論�
渡
辺
忠
夫
議
員

６月定例会賛否一覧

もとみや議会だより第39号11



議決結果

議決結果一覧表

請願・陳情一覧表

議案番号 議　　　　　案　　　　　名 議決結果

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同　　　　意

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同　　　　意

議案第52号 本宮市長期避難者生活拠点形成基金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定

議案第53号 本宮市税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定

議案第54号 平成23年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条
例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定

議案第55号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定

議案第56号 本宮第一中学校南校舎耐震補強改修（建築主体）工事請負契約について 原案可決確定

議案第57号 本宮市堆肥センター指定管理者の指定について 原案可決確定

議案第58号 平成27年度本宮市一般会計補正予算（第３号） 原案可決確定

議案第59号 平成27年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定

議案第60号 平成27年度本宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定

議案第61号 平成27年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決確定

議案第62号 平成27年度本宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定

議案第63号 平成27年度本宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定

議案第64号 平成27年度本宮市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決確定

報告第５号 平成26年度本宮市繰越明許費繰越計算書について

報告第６号 平成26年度本宮市事故繰越し繰越計算書について

報告第７号 平成26年度本宮市水道事業会計予算繰越計算書について

発議第３号 本宮市議会基本条例の制定について 原案可決確定

発議第４号 本宮市議会議員政治倫理条例の制定について 原案可決確定

発議第５号 「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による就学支援事業の継続を求める意見書 原案可決確定

受理番号 受理年月日 付託委員会 件　　　名 提　出　者 審議結果

請　願
第１号

平成27年
₅月25日 省　　略

「被災児童生徒就学支援等事
業交付金」による就学支援事
業の継続を求める請願書

福島県教職員組合
中央執行委員長　角田　政志

福島県教職員組合　安達支部
支部長　鈴木　久之

採　　択

紹介議員　渡辺　忠夫

陳　情
第１号

平成27年
₂月26日 生活福祉

年金支給に関わる「マクロ経
済スライド」の適用中止と制
度の廃止を求める陳情書

本宮市年金者組合
代表　平　　勝治 不 採 択

もとみや議会だより第39号 12



議会活動報告

政務活動費の使い道をお知らせします！
　平成26年度の政務活動費の使途は次のとおりです。視察先や購入図書等、より詳しい内容をご覧になりたい場合
は議会事務局までお問い合わせください。

※差引残金は市の一般会計に返還しています。
※作田議員は１月に議員辞職しているため、収入は10カ月分になります。

▲根本国会議員に２件の要望書を提出しました。

根
本
　
匠
　
国
会
議
員
に
要
望

　

６
月
25
日
に
根
本
匠
国
会
議
員
事
務
所
を
訪
れ
、「
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る
通
園

通
学
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
」
と
「
本
宮
市
街
地
地
区
（
第
２
期
）
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
に
係
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
交
付
率
堅
持
に
つ
い
て
」
の
２

件
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

前
者
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
よ
り
２
・
７
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
本

市
の
通
園
通
学
バ
ス
運
行
経
費
を
、
現
行
の
運
行
形
態
を
維
持
す
る
た
め
に
、
変

更
命
令
の
適
用
外
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、
後
者
は
本
宮
駅
東
西
自
由
通

路
を
は
じ
め
と
す
る
駅
周
辺
の
拠
点
整
備
の
財
政
的
な
支
援
（
交
付
金
交
付
率

40
％
の
堅
持
）
を
求
め
る
も
の
で
す
。

政務活動費…地方自治法の規定に基づき、
議員の調査研究等の活動の経費として交付
するもの。本市では、「本宮市議会政務活
動費の交付に関する条例」を定め、平成25
年度から会派または議員は、１人当たり月
額１万円、年額12万円の交付を受けられる
ようになりました。また、「本宮市議会政務
活動費の取扱いに関する要綱」を定め、政
務活動費の使途基準を明確にしています。

平成27年度の交付状況（改選前（４月～７月分））

会派または議員名 みらい創和会 新　　風　　会 国　分　勝　広 作　田　　　博
収入 840,000円 720,000円 120,000円 100,000円
調査研究費（ａ） 432,360円 268,854円 0円 0円
研修費（ｂ） 0円 19,180円 39,580円 0円
広報費（ｃ） 235,818円 428,166円 35,060円 0円
資料購入費（ｄ） 0円 3,800円 45,360円 3,364円
支出合計（ａ～ｄの合計） 668,178円 720,000円 120,000円 3,364円
差引残金（収入－支出合計） 171,822円 0円 0円 96,636円

会派または議員名 人数 交付金額
みらい創和会 ６人 240,000円
新　　風　　会 ６人 240,000円
橋　本　善　壽 １人 40,000円
後　藤　省　一 １人 40,000円
渡　辺　秀　雄 １人 40,000円
国　分　勝　広 １人 40,000円

もとみや議会だより第39号13



一
般
質
問市

政
を

　
　う
問８

名
の
議
員
が
登
壇

もとみや議会だより第39号 14

問
日
本
の
人
口
は
、
２
０

６
０
年
に
は
現
在
の
３

分
の
２
に
な
る
推
計
で
あ
り
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
負
担
を

残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が

私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
。
少

子
化
の
原
因
は
各
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
効
率
的

な
施
策
実
施
の
た
め
の
情
報

収
集
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
少
子
化
の
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

合
的
に
絡
ん
で
お
り
、
総
合

計
画
や
地
方
版
総
合
戦
略

の
中
で
も
本
市
の
弱
点
等
を

き
ち
ん
と
把
握
し
な
が
ら
、

そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
市
役
所
の
横
断
的
な

部
署
と
し
て
定
住
対

策
室
が
設
置
さ
れ
た
が
、
税

金
を
用
い
て
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
の
が
そ
も

そ
も
の
市
の
仕
事
で
あ
る
。

通
常
の
事
業
と
定
住
促
進

の
た
め
の
事
業
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
明
確
な
線
引
き
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。
最

低
限
必
要
な
も
の
を
行
政
が

義
務
的
に
行
う
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
、

本
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
部
分
を
検

討
し
、
施
策
に
組
み
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

その他の質問
・少子化によって起こり得る課題をどう捉えるか
・定住促進する上でのターゲットは

問　

少
子
化
対
策
の
た
め
の
情
報
収
集
は

　

答　

弱
点
等
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
た
い

菊田広嗣
議員

問　

定
住
促
進
と
他
の
事
業
と
の
線
引
き
は

　

答　

明
確
に
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る

定住対策室で作成したパンフレット



問
本
宮
駅
東
西
自
由
通

路
と
駅
舎
改
修
の
整

備
費
用
は
約
23
億
円
と
推

計
さ
れ
、
約
12
億
円
を
借
り

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
が
少
な
く
な
る
次
世
代

の
人
た
ち
へ
の
過
大
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
５
億

円
程
度
は
基
金
を
積
み
立
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
基
金
を
積
む
方
針
で

準
備
を
し
て
お
り
、
９

月
定
例
会
を
め
ど
に
議
会
に

提
案
し
た
い
。
基
金
が
ど
れ

だ
け
必
要
か
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
基
本
計
画
を
策
定

す
る
の
で
そ
れ
を
土
台
に
議

論
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問
道
の
駅
は
地
域
活
性

化
の
ほ
か
に
も
、
大
規

模
災
害
時
に
被
災
地
へ
の
食

料
品
等
の
提
供
や
、
救
助
隊

等
の
後
方
支
援
拠
点
と
し
て

も
活
用
で
き
る
。
本
市
で
も

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
す
る

た
め
に
国
道
４
号
線
近
く
に

道
の
駅
設
置
を
計
画
し
て

は
。

答
道
の
駅
建
設
に
つ
い
て

は
過
去
に
調
査
を
し
た

経
過
は
あ
る
。
本
市
内
の
国

道
４
号
線
は
す
べ
て
４
車
線

化
さ
れ
て
お
り
中
央
分
離
帯

が
あ
る
た
め
、
道
の
駅
建
設

に
当
た
っ
て
は
交
差
点
が
必

要
に
な
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

道
の
駅
設
置
を
検
討
し
て
は

　

答　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

その他の質問
・ふるさと納税の返礼品に農産物を活用すべき
・名所・旧跡等を修繕するふるさと納税の考えは

問　

駅
周
辺
整
備
の
た
め
の
基
金
創
設
を

　

答　

９
月
議
会
を
め
ど
に
提
案
し
た
い

国分勝広
議員

国道４号線近くに道の駅建設を

問
固
定
資
産
税
の
減
免

は
、
公
益
の
た
め
に
直

接
使
用
す
る
固
定
資
産
で

あ
っ
て
も
、
有
料
で
借
り
て

い
る
も
の
は
除
く
と
な
っ
て
い

る
。
有
償
で
あ
る
放
射
性
廃

棄
物
仮
置
き
場
の
平
成
25
、

26
年
度
分
の
固
定
資
産
税

減
免
は
条
例
に
反
し
た
措
置

で
あ
り
、
問
題
で
は
な
い
か
。

答
仮
置
き
場
選
定
に
困

難
を
極
め
て
い
た
中

で
、
地
域
か
ら
発
生
し
た
放

射
性
廃
棄
物
を
保
管
す
る

特
殊
性
や
公
共
性
、
そ
し
て

土
地
に
迷
惑
を
掛
け
る
と
い

う
こ
と
を
十
分
考
慮
し
、
地

権
者
に
最
大
限
の
敬
意
を
表

し
、
減
免
措
置
を
実
施
し

た
。
ご
理
解
を
願
い
た
い
。

問
本
宮
駅
東
西
自
由
通

路
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

西
口
を
利
用
す
る
と
回
答
さ

れ
た
割
合
が
52
％
と
の
こ
と

で
、
整
備
済
の
東
口
の
に
ぎ

わ
い
が
半
減
す
る
心
配
が
あ

る
。
東
西
自
由
通
路
、
西
口

整
備
に
つ
い
て
駅
東
側
商
店

街
等
の
意
向
調
査
も
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
東
西
ア
ク
セ
ス
整
備
計

画
は
、
西
口
整
備
も
含

め
東
西
の
人
の
流
れ
を
良
く

す
る
た
め
の
整
備
で
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
は
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

事
業
の
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
は
商
店
街
や
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
の
意
向
を

聞
き
、
連
携
を
図
り
た
い
。

その他の質問
・第二中学校敷地拡張工事の課題は
・拡張工事について地元の要望にどう応えるのか

問　

仮
置
き
場
の
減
免
措
置
は
問
題
で
は

　

答　

地
権
者
に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
た

渡辺秀雄
議員

問　

商
店
街
等
の
意
向
調
査
も
す
べ
き
で
は

　

答　

意
向
を
聞
き
、
連
携
を
図
り
た
い

仮置き場の固定資産税減免は不適正では
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問
現
在
の
市
有
地
の
売

却
予
定
は
。
ま
た
、
今

後
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
必
要
の
な
い
施
設
を
検
討

し
、
解
体
・
売
却
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
本
年
度
は
高
木
の
木

造
２
階
建
て
の
建
物

を
更
地
に
し
、
土
地
を
売
却

す
る
予
定
で
あ
る
。そ
の
他
、

老
朽
化
し
た
施
設
等
に
つ
い

て
は
現
在
策
定
中
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
中

で
、
将
来
的
に
必
要
の
な
い

も
の
は
売
却
等
も
含
め
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問
投
票
率
の
低
下
が
顕

著
で
あ
る
。
市
の
今
後

の
投
票
率
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
、
期
日

前
投
票
所
を
ス
ー
パ
ー
や
公

民
館
等
の
市
民
が
投
票
し
や

す
い
場
所
に
移
設
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
投
票
率
向
上
に
向
け
て

商
業
施
設
等
の
店
頭
で

の
啓
発
や
、
新
成
人
へ
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
継
続
し
て
啓
蒙
活
動

を
行
い
た
い
。
期
日
前
投
票

所
の
移
設
は
、
市
民
の
方
に

公
民
館
等
の
利
用
制
限
が
発

生
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
も
必
要
に
な
る
た
め
、

現
在
の
場
所
と
し
て
い
る
。

その他の質問
・ふるさと納税の返礼品の見直しについて
・施設の命名権について市の見解は

問
不
育
症
は
不
妊
症
に
比

べ
て
認
知
度
が
低
い
も

の
の
実
は
多
く
の
女
性
が
苦

し
ん
で
い
る
。
適
正
な
検
査

や
治
療
を
行
え
ば
８
割
程
度

の
方
が
出
産
可
能
と
な
る
。

平
成
24
年
１
月
か
ら
公
明
党

の
推
進
で
保
険
適
用
に
な
っ

た
が
治
療
費
は
高
額
で
あ
り

一
部
を
助
成
す
べ
き
で
は
。

答
助
成
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
全
国
で
も
少

な
く
、
県
内
13
市
で
は
実
施

し
て
い
な
い
。
福
島
県
で
は

平
成
25
年
度
か
ら
不
育
症

治
療
の
一
つ
で
あ
る
ヘ
パ
リ

ン
注
射
の
費
用
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
実
績
等
や
国

の
保
険
適
用
の
拡
大
の
動
向

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
期
日
前
投
票
の
創
設
に

よ
り
手
続
き
の
簡
素
化

が
図
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
投

票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
を

持
つ
方
な
ど
字
を
書
く
の
に

時
間
の
か
か
る
方
や
人
前
で

書
く
こ
と
が
苦
手
な
方
に
配

慮
し
、
選
挙
投
票
所
入
場
券

に
宣
誓
書
を
印
刷
し
て
は
。

答
入
場
券
に
期
日
前
投

票
の
宣
誓
書
を
印
刷

す
る
取
り
組
み
は
、
県
内
13

市
で
は
６
市
が
昨
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
う
い
っ

た
状
況
を
鑑
み
、
本
市
に
お

い
て
も
入
場
券
に
宣
誓
書
を

掲
載
す
る
こ
と
で
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

入
場
券
に
宣
誓
書
を
印
刷
し
て
は

　

答　

掲
載
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
た
い

その他の質問
・振り込め詐欺、なりすまし詐欺などから高齢者を
守る施策を

問　

老
朽
化
施
設
の
売
却
の
計
画
は

　

答　

総
合
管
理
計
画
の
中
で
進
め
た
い

菅野健治
議員

問　

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
を

　

答　

国
や
県
の
動
向
、
実
績
を
精
査
し
た
い

川名順子
議員

問　

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

　

答　

継
続
し
て
啓
蒙
活
動
を
行
い
た
い

売却予定の市有地（高木字中島地内）

宣誓書を印刷して郵送しては（投票所入場券）

ヘパリン注射…不育症の原因の一つである血栓ができやすい体質に有効と
されている治療法。
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問
本
宮
市
地
域
防
災
計

画
が
３
月
に
見
直
さ

れ
た
が
、
計
画
書
の
配
付
先

と
共
有
化
す
る
た
め
の
活
用

方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
豪
雨
や
火
山
の
噴
火

な
ど
、
災
害
時
の
医
療
や
生

活
必
需
品
の
市
の
確
保
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
地
域
防
災
計
画
は
常

備
消
防
、
市
消
防
団
、

福
島
県
、
警
察
署
等
に
配
付

し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
。
関
係
機

関
と
の
会
議
の
中
で
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
共
有
し
て
い

る
。
災
害
時
に
備
え
、
水
や

食
糧
、
毛
布
、
そ
の
他
の
資

機
材
等
を
備
蓄
し
て
い
る
。

問
な
り
す
ま
し
詐
欺
に

つ
い
て
は
広
報
紙
や

防
災
無
線
で
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
対

策
は
。ま
た
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
の
問
題
は
あ
る
が
、
防
犯

カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
検
挙
に
つ

な
が
り
、
抑
止
力
に
も
な

る
。
市
お
よ
び
民
間
の
設
置

状
況
は
。

答
さ
ら
な
る
対
策
と
し
て

新
た
な
手
口
が
出
れ
ば

す
ぐ
に
お
知
ら
せ
し
、
被
害

防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

な
ど
も
関
係
機
関
と
連
携
し

て
い
き
た
い
。
防
犯
カ
メ
ラ

は
市
で
は
通
学
路
で
も
あ
る

地
下
通
路
に
設
置
し
て
お
り
、

民
間
で
も
モ
ッ
ト
コ
ム
が
20

カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

問　

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
さ
ら
な
る
対
策
は

　

答　

新
た
な
手
口
を
す
ぐ
に
注
意
喚
起
す
る

その他の質問
・放射能除染事業の進捗状況について
・仮置き場への搬出入と安全確保について

問　

災
害
時
の
生
活
必
需
品
の
確
保
は

　

答　

定
期
的
に
在
庫
管
理
し
備
蓄
し
て
い
る

円谷長作
議員

市で備蓄している食料や簡易トイレ等

問
市
は
安
達
疏
水
土
地

改
良
区
の
抱
え
る
問

題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。
問
題
の
早
期
解
決
が

急
務
で
あ
り
、
適
切
な
行
政

指
導
で
改
善
を
図
る
べ
き
で

は
。

答
安
達
疏
水
は
白
沢
地
区

の
重
要
な
基
幹
施
設
で

あ
り
、
財
政
面
で
は
未
収
金

問
題
、
人
件
費
の
問
題
等
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

当
該
団
体
で
解
決
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
市
と
し

て
は
農
業
経
営
の
安
定
を
図

る
べ
く
で
き
る
部
分
の
中
で

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
も
地

方
創
生
の
一
環
で
あ

る
。
本
市
の
取
り
組
み
の
現

況
は
。
ま
た
、
観
光
誘
客
は
、

国
・
県
の
支
援
事
業
と
聞
く
。

観
光
開
発
に
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
。
市
の
取
り

組
み
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
今
年
度
か
ら

農
産
物
を
含
め
た
特
産
品
５

千
円
相
当
分
を
返
礼
し
て
い

る
。
地
方
創
生
の
中
に
観
光

関
係
の
事
業
は
２
つ
あ
り
、

今
後
も
そ
の
情
報
収
集
に
努

め
、
現
在
の
市
内
の
観
光
資

源
を
活
用
し
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

その他の質問
・企業誘致や住宅施策、空き家対策について
・市民から信頼される予算編成について

問　

安
達
疏
水
の
問
題
に
行
政
指
導
す
べ
き

　

答　

当
該
団
体
で
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い

根本七太
議員

問　

地
方
創
生
は
観
光
誘
客
の
好
機
で
は

　

答　

情
報
収
集
し
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い

観光開発の大きなチャンス（岩角山）
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問
白
沢
保
育
所
の
預
か
り

保
育
が
今
年
４
月
か
ら

休
止
さ
れ
て
い
る
。
白
沢
保

育
所
は
、
白
沢
地
域
に
住
ん

で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
家
庭
で
の
保
育
が

困
難
な
時
に
一
時
的
に
預
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

な
ぜ
休
止
し
て
い
る
の
か
。

再
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
白
沢
保
育
所
で
は
３

月
末
に
臨
時
職
員
か

ら
退
職
の
申
し
出
が
あ
り
、

４
月
か
ら
の
運
営
に
当
た
り

担
当
職
員
の
配
置
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
後
臨
時
保
育
士

の
配
置
が
で
き
れ
ば
再
開
も

可
能
だ
が
、
職
員
の
配
置
と

保
育
所
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
礼
堂
地
内
の
市
道
堀
ノ

内
・
西
明
内
線
に
は
変

形
交
差
点
が
あ
り
、
特
に
糠

沢
の
工
業
団
地
へ
の
通
勤
者

は
毎
日
苦
労
し
て
い
る
。
事

故
も
発
生
し
て
お
り
、
早
急

に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
。

答
こ
の
交
差
点
は
特
に

通
勤
者
で
朝
夕
混
雑

し
、
改
良
整
備
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
将
来
的
に

は
十
字
路
交
差
点
に
し
た
い

が
、
現
在
改
良
の
要
望
箇
所

は
他
に
も
相
当
数
あ
り
、
財

政
面
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

優
先
順
位
等
を
考
慮
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

その他の質問
・平和安全法制改正について市の見解は
・農村地域活性化について

問　

白
沢
保
育
所
の
預
か
り
保
育
の
再
開
を

　

答　

保
育
士
が
配
置
で
き
れ
ば
検
討
し
た
い

渡辺忠夫
議員

問　

礼
堂
地
内
の
変
則
交
差
点
の
解
消
を

　

答　

優
先
順
位
等
を
考
慮
し
検
討
し
た
い

早急に改善を（礼堂地内変形交差点）

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

代
わ
っ
て
決
定
す
る
の
が
市
議
会
で
す
。
市
議
会
と
市
長
は
お
互
い
に
討
議
し
、

協
調
を
図
り
な
が
ら
よ
り
良
い
市
政
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
の
３
階
の
議
事
堂
で
開
か
れ
る
本
会
議
に
は
、
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
12
月
）
の
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ
て
招
集
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
日
程
は
、
市
の
防
災
行
政
無
線
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
傍
聴
は
当
日
、
住
所
と
名
前
を
記
入
す
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ホームページアドレス
http://www.city.motomiya.lg.jp/site/gikai/

にアクセス！
それか、「本宮市議会」で検索してね♪
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第４回臨時会 第３回臨時会

　

５
月
21
日
に
、
第
４
回
臨
時

会
が
開
か
れ
、
白
沢
中
学
校
体

育
館
耐
震
補
強
改
修
工
事
請
負

契
約
と
吹
上
地
区
復
興
公
営
住

宅
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審

議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
沢
中
学
校
体
育
館
耐
震
補

強
改
修
工
事
請
負
契
約
と
吹
上

地
区
復
興
公
営
住
宅
建
設
工
事

請
負
契
約
は
、
総
合
評
価
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
菅

野
建
設
工
業
㈱
、
石
橋
建
設
工

業
㈱
と
契
約
を
締
結
す
る
た
め

に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。
契
約
金
額
は
、
白
沢
中

学
校
体
育
館
が
２
億
３
，
５
４

４
万
円
、
吹
上
地
区
復
興
公
営

住
宅
が
４
億
６
，
８
５
０
万
円

で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

内
容
は
、
阿
武
隈
川
右
岸
河
川

敷
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
広
場

と
そ
の
進
入
道
路
の
整
備
を
行

う
た
め
の
経
費
や
震
災
復
興
特

別
交
付
税
に
よ
り
復
旧
を
行
う

稲
沢
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
の
工

事
費
な
ど
で
す
。

　

そ
の
他
、
介
護
保
険
法
施
行

令
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
に
よ
る
本
市
の
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
と
そ
れ
に
伴
う

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

の
審
議
や
、
職
員
に
よ
る
資
金

横
領
事
件
の
責
任
を
取
り
市
長

の
給
与
減
額
を
す
る
専
決
処
分

の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
、
第
３
回
臨
時

会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
の
審
議
と
専
決
処
分
の
承

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

は
、
本
宮
第
二
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
実
施
設
計
業
務
委

託
料
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
来
訪

時
の
記
念
植
樹
地
等
の
整
備
事

業
、
市
内
の
住
み
良
さ
に
関
す

る
情
報
を
一
元
化
す
る
た
め
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
や
市

の
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
、
子
ど
も
の

遊
び
場
マ
ッ
プ
作
成
の
委
託
料

等
で
す
。

白沢中学校体育館の
耐震補強改修工事契約を締結

一般会計補正予算
本宮二中グラウンド拡張委託料など

3,900万円を増額

▲耐震補強工事が始まる白沢中学校体育館 ▲拡張予定の本宮第二中学校グラウンド

《一般会計補正予算の主な内訳》

コミュニティ交流広場整備費
… 6,540万円

稲沢地区体育館復旧工事費
… 6,150万円

長期避難者生活拠点形成基金積立金
… 5,230万円
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議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

感
想
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

傍
聴
席
に
入
り
ま
す
と
、
ま
ず
市

長
さ
ん
は
じ
め
市
政
執
行
の
皆
さ
ん

の
お
顔
を
拝
見
し
、
身
近
に
市
政
を

感
じ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
次
に
、
市
民
の
声
を
ど
れ
だ
け

議
員
さ
ん
が
取
り
上
げ
、
ま
た
向
き

合
っ
た
答
弁
を
さ
れ
て
い
る
か
、
大

変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
人
命

に
関
わ
る
案
件
は
、
丁
寧
に
調
査
し
、

親
身
に
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　

原
発
事
故
後
４
年
が
経
過
し
、や
っ

と
除
染
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
山
が
多
く
思
う
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て

育
め
る
本
宮
市
に
、
よ
り
一
層
の
施

策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

声 　６月定例会を傍聴された方は23
人でした。今回はその中から飛田
やい子さん（糠沢字原）に傍聴の
感想をお聞きしました。

　

放
送
中
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
の
主

人
公
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
」
で

す
。
私
は
自
分
に
足
り
な
い
の
は
こ
れ
だ
と
思

い
、
家
の
周
り
の
片
づ
け
や
除
草
、
家
庭
菜
園

の
手
入
れ
等
自
分
の
す
べ
き
こ
と
を
地
道
に
コ

ツ
コ
ツ
と
実
践
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
さ
ら
に
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
、
何
事
も
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
だ
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
任
期
最
後
の
定
例
会
が
終
わ
り
、

私
達
広
報
特
別
委
員
会
も
今
の
メ
ン
バ
ー
で
発

行
す
る
議
会
だ
よ
り
は
今
号
で
最
後
に
な
り
ま

す
。
委
員
構
成
は
変
わ
り
ま
す
が
、
改
選
後
も

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
川
名
）

あ　

と　

が　

き

次回９月定例議会は
９月１日に開会予定です。
請願・陳情の締め切りは
８月20日（16時まで）です。

ホームページアドレスhttp://www.city.motomiya.lg.jp/site/gikai/　メールアドレスgikai@city.motomiya.lg.jp
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※なお、正式な議会の日程は議会運営委
員会で決定します。
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〈再
生
紙
使
用
〉

議
会
傍
聴
感
想飛田やい子 さん

ご
愛
読
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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